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1. 管理運営業務の実施状況及び利用者の利用状況 

（１） 登録利用者数内訳 

 【子どもの家】 

 

【子どもひろば】 
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（２）利用実績数内訳 

【子どもの家】 

 

【子どもひろば】 
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（３）子どもの家月利用平均者数内訳 

【子どもの家】 

 

【子どもひろば】 
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２.イベント実施状況 
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利用者への対応や取り組み等 

・今年度もイベントも子どもたちの放課後の充実・豊かな体験活動に繋げることができた。 

・運動系のプログラム・製作系のプログラム等とバランスを考えて実施したことにより、 

 参加児童のバランスも良かった。 

・登録者数が多い為、実施の際の人数配分ややり方に苦戦した。また、参加したいけど定員 

により参加できない児童もおり、同じ内容を繰り返し行う他、支援員が講師のプログラム 

を真似て実施し、参加から漏れた児童も同じように楽しめるような工夫を行った。 

児童もとても喜んでいた。 

・「バービーズ」という高学年によるチームを有志で結成した。夏まつりやクリスマス会などのイベント時

に、チームのメンバー主導となりイベントを開催。企画～実行まで 

児童主体で動かした。とても大盛況のイベントとなった。子どもの意志を尊重しながら、他学年との交流

や憧れの気持ちを持てるような企画を今後も大切にしたい。  
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令和（ ６ ） 年 度  収 支 報 告 書 

  

                         法人等名称 株式会社明日香 

１ 子どもの家（非課税） 

収 入  支 出 

指定管理委託

料 

15,012,000  人件費 23,051,208 

利用料収入 11,506,042  事務費 1,869,860 

   (消耗品・保険料・食

材費等) 

 

   事業費 537,750 

   (講師料・備品・シス

テム費用・賃借料等) 

 

   施設管理料 1,146,774 

   (電気・水道・機械警

備・修繕費等) 

 

収入計 Ａ 26,518,042  支出計 Ｂ 26,605,592 

収支 Ａ－Ｂ＝-87,550             

 

１ 子どもひろば（課税） 

収 入  支 出 

指定管理委託

料 

18,703,300  人件費 16,018,636 

   事務費 507,872 

   (消耗品・保険料等)  

   事業費 575,696 

   (講師料・備品・賃借

料等) 

 

   施設管理料 1,054,736 

   (電気・水道・機械警

備・修繕費等) 

 

収入計 Ａ 18,703,300  支出計 Ｂ 18,156,940 

収支 Ａ－Ｂ＝546,360               
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4.アンケート結果と分析 
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5. モニタリング 

指定管理者モニタリングシート（令和６年度分） 

 

■評価項目評価基準 

評価 評価基準 

S（優良） 協定書等の基準を遵守し，その水準を上回る内容である 

A（良好） 協定書等の基準を遵守し，その水準に概ね沿う内容である 

B（課題あり） 協定書等の基準を遵守しているが，一部に課題がある 

C（要改善） 協定書等の基準が満たされておらず，改善が必要である 

 

 

１ 業務の履行状況の確認 

① 事業及び業務の履行状況 

評価項目 
指定管理者 

自己評価 特記事項 

１．協定書等で定める開館日，開館時間が遵守されているか A   

 

 

 

 

 

 

 

 

２．利用申請・許可，利用料金等の徴収，減免の取り扱いは適正か A  

３．施設の利用状況（利用者数，利用率等）は適切な水準か A 

４．協定書等で定めた職員配置となっているか     A 

５．配置されている職員は必要な資格を有しているか A  

６．適正な雇用・労働条件が確保されているか A 

７．緊急時の体制整備がされ，職員に周知徹底されているか A  

８．緊急連絡網や危機管理マニュアルは，最新の状態に保たれているか A 

９．避難誘導訓練等は実施されているか A 

10．苦情対応に関する体制が整備され，職員に周知徹底されているか A 

11．個人情報は適切に管理されているか A 

12．市への報告や各種報告書の提出が適切な時期になされているか B 

【今後の取組み・課題】 

・支援員の入れ替わりが少なく、補助員も全体の 1 割程度で安定した配置で運営を行えている。 

・今年度も万一の時に備えた訓練を定期的に実施、日頃の備え等を徹底した。 

・保護者とのコミュニケーションをシステム上のメールやお迎え時の対話で図り、関係性を構築した。 

・提出物が期日ギリギリになってしまうことが多いため、余裕を持った作業を心掛ける。 
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② 独自事業の実施状況 

評価項目 
指定管理者 

自己評価 特記事項 

１．事業計画書で予定した独自事業は実施されているか A  

２．独自事業の実施にあたり必要に応じて保険に加入しているか A 

３．独自事業の実施にあたり広報等を行い，利用者の拡大を図っているか A 

【改善点・今後の取組み】 

・子ども主体の事業実施を常に心がけた。かまくらっ子の理念を念頭に置き、子どもたちが活き活き・のびのびと過ごせる 

ような環境設定の工夫も行った。 

・すべての子どもの「やりたい」を実現できるように支援員は創意工夫を行えた。 

・子ども自身で駄菓子屋を開いた事業は子どもたちだけでなく、保護者の方からも喜ばれた。 

 

２ サービスの質に関する評価 

① 基本的事項 

評価項目 
指定管理者 

自己評価 特記事項 

１．利用者に対する言葉遣いや態度等の接遇が適切であるか A  

２．広報物が見やすく作成され，効果的な情報提供を行っているか A 

３．職員の資質向上のための研修等を実施しているか A 

【改善点・今後の取組み】 

・月 1 度、職員会議を実施。それ以外でも、職員同士がしっかりコミュニケーションを取り、子どもたちの些細な 

 変化など瞬時に気づき適切な対応が取れるように心掛けた。 

・今年度、配慮が必要な児童に対し、加配をつけられたことで、より細やかな対応をし本児が安心して過ごせるように 

 かかわりをもった。 

・市との連携、様々な会議に参加し、質の向上に常に努めた。 

 

② 維持管理業務 

評価項目 
指定管理者 

自己評価 特記事項 

１．施設は清潔に保たれ，整理整頓がされているか A  

２．事故の未然防止のため，定期的に設備や備品の確認を行っているか A 

３．文書管理に関する規定を定め，文書が適切に管理・保管されているか A 

【改善点・今後の取組み】 

・安全計画を新たに作成し、職員、保護者の方に共有した。計画は必要に応じて都度見直し、安全管理に徹底していく。 
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③ 運営業務 

評価項目 
指定管理者 

自己評価 特記事項 

１．平等な利用を確保し，公平な運営を行っているか A   

２．独自事業の実施にあたり，事前調整や広報など円滑な実施に努めているか A 

３．利用者満足度を向上させるための方策を講じているか A 

４．利用者アンケートの結果を業務改善に反映させているか A 

５．自己評価を実施し，管理運営の見直しや業務の改善を行っているか A 

６．クレームに対して適切に対応し，以降の運営に生かされているか A 

７．利用者同士の交流，気軽に子育ての相談ができる環境作りを行っているか A 

８．施設を子育てネットワークの拠点として活用しているか A 

【改善点・今後の取組み】 

・保護者の方との対話を大切にした。生活の全貌が見えにくいため、保護者の方も安心して預けていただけるよう、 

 子どもの様子などを丁寧に話していった。 

・今年度のアンケート結果を元に、より良い運営に取り組んでいきたい。いただいたご意見は真摯に受け止め、 

 しっかり改善させていく。 

 

３ 総合評価 

 

・前年度よりも、さらに登録者数が増え毎日施設は賑わいをみせていた。人数が多い分、支援員も手厚く配置をしているが 

 それでもケガが起きてしまうことが多々あった。特に校庭で遊ぶ際は視野を広く取り、遊びを見守るような工夫が 

 今後も必要。支援員同士しっかり連携していく。 

・施設に帰ってくる子どもたちが学びから解放され、ゆっくり楽しく過ごせるよう、環境整備やプログラムのやり方など 

 工夫を行った。高学年の登録が多いため、その中でイベント運営を行うグループを結成。子どもたちの主体性・自主性を 

 尊重した活動を行うことができた。この活動により、高学年になると利用が減る傾向にあるが、逆に増加につながり 

 施設で過ごすことを喜んでくれている。今後も異年齢のかかわりを大切にしながら、どの学年も同じように楽しみ、 

 やりたい遊びを満足して行えるよう見守っていきたい。 

 


